
  

 

 
 

「岡⽬⼋⽬（おかめはちもく）」  

これは、「傍（かたわ）らから⾒ている者の⽅が、当事者より

も状況や物事を客観的に正しく判断できる」という意味の諺で

す。囲碁の世界から反対の視点から⾔えば「⿅を追う者は⼭を⾒

ず」 という、⿅追の名にピッタリな諺もありますね（笑） 

前回の通信では「探究の町」として発展していくためのキーポ

イントとして、《探究の師たる地域の大人の協力と学びのアップ

デート》。それから《縦の連携》を挙げました。本号で追加した

いのは《客観的な視点》、岡⽬⼋⽬であります。 
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本町は IB の認定を⽬指す中での繋がりから交流を深めていた

都留⽂科⼤学と昨年度より正式な提携を結んでいます。（これは

いわゆる横の連携ですね。） 

 

都留⽂科⼤学は⽂系学部としては国内で初めて IB 機構から正式

に IB 教員養成のための認可を受けた学科を有しており、以前こ

の通信でも登場した丸⾕先⽣や本校に勤める⽶⼭先⽣の本町への

ご紹介、過⽇開かれた都留⽂科⼤教授をお招きしての保護者向け

の IB ワークショップの開催や⽣徒向けの講演などなど、様々な

⾯で⿅追町の学びを⽀えていただいているところです。 

 

代わりと⾔ってはなんですが、本校と⽠幕中学校では都留⽂科

⼤学の教育実習を受け⼊れさせていただいています。IB 校の数

を思えば、そこで教育実習ができる機会はなかなかに貴重なので

す。 しかしこの都留⽂科⼤学の⽣徒さんとの交流も、本校にと

って⾮常に実りのあるものとなりました。 

 

今年度は本校に２名の実習⽣を迎えました。このお⼆⼈、とも

かく優秀。話していると頭の良さを感じることもさることなが

ら、「⼈としてもとっっても良い」のです。IB のミッションス

テイトメントを体現しているかのよう。なんか⼆⼈とも「脚も⻑



かった」ですけど・・・そういえば⽶⼭先⽣も⻑いな・・・選考

基準に⼊っているのか・・・（冗談です）︖ 

 

そんな彼らの素晴らしい⽴ち振る舞いは⽣徒たちの近い将来の

⽬指すべき指標として⼼に刻まれたと私は考えています。 

 

『数年後に、自分もあんな風になりたい。』 

 

そのためにはどんなことが必要なんだろう︖ 

今の⾃分に⾜りない部分をどうやって伸ばしていけばいい︖ 

そんな憧れの⼈物に出会えるチャンスは、実はそう多くはない

ものです。  

 

実習後に私からお願いして、２⼈からこの学校の取組について

のご感想をいただきました。前置きが⻑くなりましたが、「岡⽬

⼋⽬」です。 

 

⿅追とは別の環境で育ち（どちらもシティボーイです）、かつ

IB について専⾨的に学んできたお２⼈からの客観的な意⾒はと

ても貴重です。そしてやはり、お⼆⼈の所感は⽰唆に富んだ、本

校にとっても有益なものでした。 



 

お⼆⼈の許可を得て、こちらに掲載させていただくことにしま

した。⼆週に分けてそのままお届けいたします。その⽂章の質を

ご覧いただけば、私の前段での「褒めっぷり」が⼤袈裟ではない

ということがお分かりいただけると思います。本校の⽣徒たちに

もこんな思考⼒を⾝につけていってほしいなと思います。 

 

 
 

以下フォームズアンケートより転載 

―――――――――――――――――――― 



実習生アンケート：MYP校での教育実習を終えて 
一人目：⾓振 公久さん 

実習、本当にお疲れ様でした！ 

今回の実習を終えて、率直なご感想をお聞かせください。実習生のみなさん

の貴重なご意見は、私たちが提供するMYPの学びをさらに良いものにしてい

くための大切な指針となります。また、この地域のことしか知らない子どもたち

や地域の方々にとって、比較対象のない中で自分が受けている教育の価値を

判断することは難しいものです、外部からお越しいただいた皆さんならではの

客観的な視点もぜひお伝えいただければ幸いです。 

Q1：全体的な感想：IBのフレームワークを取り入れた公立中学校での教育

実習を終えてみて、どのような感想をお持ちですか？印象的だった点など、思

いつくところを自由にお聞かせください。* 

タブレット活用や探究活動などによる生徒の主体的学びを促進する環境が

非常に整っているように感じた。テストを自己採点させることや、問題を自作し

てクラスで共有すること、生徒同士で教え合うことに見られるように、授業中受

け身にならないような構成になっている点が印象的だった。先生方も、知識を

ただ伝達するのではなく、ファシリテーターとして学びを促進する役割をされて

おり、生徒の思考力の成長に繋がっているように感じた。一方で、公立の学

校だからこそ、IBについて無知な状態で入学した生徒をどれだけ迅速に学校

の方針に取り込めるかという点が重要なのではと感じた。それは先生方にも

同様で、方針が IBだから従おうではなく、そこに理解を持ち、積極的に参加し



ようという心構えをいかに持てるかという点が教育の質そのものを左右する大

きな点だと考えた。従来の教育と良くも悪くも異なる IBだからこそ、十分な理

解と柔軟性が必要不可欠なのだろうと感じた。 

 

Q2：こうした地域の公立中学校において IBを取り入れていくこと（探究的な

学びの推進）にはどのような強みやメリットがあると感じましたか。* 

探究活動のアイデアを実行に移しやすいことが一番の強みだと思う。地域の

方との関わりが密接であることで、協力を得られやすいと考えるからだ。ま

た、自分の活動の過程や結果を目の当たりにしやすく、活動の意義や達成感

をより強く感じられることに繋がるとも考えらえる。また、特色のある教育を取

り入れることで外部へのアピールポイントとなり、地域の活性化に繋がること

もメリットの一つとして挙げられると考える。 

 

Q３:反対にこうした地域の公立中学校において IBを取り入れていくこと（探

究的な学びの推進）にはどのような難しさやデメリットがあると感じましたか。 

探究活動については、できることの幅が年々狭まっていくことが推測される。

対象となるエリアが狭い分、活動が他の生徒と被ったり、できることが限られ

てきたりすることが起こりやすいと考えるからだ。加えて、広い視野を持った学

習をしていても、活動の対象を狭まったエリアに限定することで、頭で学んだ

ことを実現させる経験が乏しくなり、得たスキルを宝の持ち腐れのような状態

にしてしまうことが懸念される。だからこそ、他の地域との連携がより一層重



要となると考える。IB 導入に関しては、地域特有に根差した考え方や文化

が、新しいものを容易に受け入れてくれるのかという疑問を抱いた。 

Q4：その他、何か思いつくことがあれば自由にご記入ください。 

タブレットの使用方法に関して、すぐに AI ツールを使用する生徒が多く見受

けられ、それは AIや ICTに精通するための練習になっているとも考えられる

が、自分で思考して答えを導く練習にならず、知識としても定着しづらいので

はと感じた。 

 

Q５:最後に本校で学ぶ生徒たちに向けエールをお願いします。* 

離任式でもお話させていただきましたが、みなさんが日々取り組んでいる授

業や活動はすごくレベルの高いもので、社会に出てからも絶対に生かせる学

びです。自信をもってこれからも頑張って下さい。応援しています！！ 

 

以上です。 

⼩野寺さんの感想は次号にて︕ 

 

最後に⼀つ宣伝です。本校３年⽣の中尾くんと⾺場さんがコミ

ュニティプロジェクトの中で⽴ち上げた「漫画喫茶」の企画第⼀

回が以下のように9⽉に⾏われ、多数のご来場をいただいたもの

ですが、 



 

 
この度、以下の通り、11⽉1⽇（⼟）に第⼆回の開催が決まっ

たということです。私も第⼀回に⾏かせていただきましたが、漫

画の品揃えが豊富でありかつ、それぞれの「お気に⼊りの作品」

が集まっていることもあり、思わず⼿に取ってしまいたくなるよ

「良い感じ」の作品が並んでいます。それが100円で読み放題飲

み物付きなんて最⾼すぎる・・・︕漫画を読むことはもちろん、

ぜひ中尾くんと⾺場さんの⼆⼈に、こうしたイベントを⽴ち上げ

ようと思った経緯や、お気に⼊りの作品についてなど聞きつつ、

コミュニケーションを取っていただければ幸いです。  



漫画喫茶

日 時 : 1 1 月 1 日  1 3 時 〜 1 6 時
場 所 : 国 際 交 流 セ ン タ ー 平 成 館
住 所 : 鹿 追 町 新 町 1 - 2 1 - 1
※ 飲 み 物 は 1 0 0 円 で 飲 み 放 題 に な っ て い ま す

担当:馬場天音　中尾嘉月

電話番号　01 5 6 - 6 6 - 3 7 0 4

QRコードはこちら→

鹿追町立鹿追中学校の馬場天音と中尾嘉月で

す。私達は前回、瓜幕で漫画喫茶を行いました

が、今回は平成館様にご協力してもらい、もう

一度漫画喫茶を行うことになりました。

前回の反省を生かし、取り組んでいきたいと思

っているので、みなさん是非ご参加ください！

漫画貸出募集
内容は、前回と同様です。

もし、貸し出ししてくれる方はお電話かQRコー

ドで、ダイレクトメッセージをください



最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

バックナンバー2024 概要 

鹿中 IB 通信ＮＯ.1 

↑クリックするとア

クセスできます。 

この通信の趣旨や国際バカロレアとは何か？に

ついて書いています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.2 年度当初に行った生徒向けの IB オリエンテーシ

ョンについて書いています。当日の動画や資料

も見られます。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.3 こちらは保護者向けの IB オリエンテーション

と、同日行われた参観授業（国語）を I B 視点

で解説しています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.4 参観授業紹介第二弾です。理科の授業の内容を

《概念》と絡めて書いています。 

鹿中 IB 通信ＮＯ.5 参観授業紹介ラストです。社会と保健体育の授

業の内容から《IB で知識の定着にかける時間が

減る問題》に対する工夫について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,6 IB 教育の大きな柱である ATL スキルと１０の学

習者像とはどういったものかについて、道徳の

授業実践を元に解説しています。 

https://drive.google.com/file/d/1yuHhE6p-QG5e_HU8OzqgjrBpC9aNM6pq/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1SJcN8x0dCe_eQZ9eTgyjDsfr9zpf9ugz/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/174fwfi3vZXca7e8olpysXpyf5q7QwZbA/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1lVqeMRrwIXXZ5YSm7_Kl1O2d2TtGS-ME/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1sljC9_kW2Q0Aj98TvuS19T5Qvh9dJgxd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VJyesCFTYRXARcuDxZPNK9oLM7yEYo96/view?usp=share_link


鹿中 IB 通信 NO,7 十勝毎日新聞の記事になったというお話と、1

学年の Unit1 総括的評価課題の概要一覧を紹介

しています。 

鹿中 IB 通信 NO,8 子どもたちが「総括的評価課題」に取り組む様

子の紹介と、２学年の Unit1 総括的評価課題の

概要一覧を紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,9 「SA」「CP」についての説明の前段としてのお

話しと、３学年の Unit1 総括的評価課題の概要

一覧を紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,10 「SA」についての具体的な説明や生徒たちの夏

休みの宿題について書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,11 「コンサルタント訪問」についての説明や面談

に向けての生徒や保護者のみなさまとのやりと

りについて書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,12 「コンサルタント訪問」の実際の中身と主に生

徒たちの面談での応答について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,13 「文化祭と日常の学びの繋がり」について書い

ています。《前編》 

鹿中 IB 通信 NO,14 「文化祭と日常の学びの繋がり」について書い

ています。《後編》 

https://drive.google.com/file/d/1Y4Omureve_C9_dUxLNO4-1Ld-B1aTyQ_/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1tPx7-9YfVCejoTyDZUyDmi6CbCLG7K7A/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1VnZzQ13R8PKi4zUFFLg1P-3EZ0JeePdd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/10sb8n2UM0rkTY3F-1SJ9gkjjJ8SRGT4Z/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1yQkUcQfvdGxig8kdexi1WRyO93m6q7Ty/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1UQDdCniG3YuFqiXcab5zriNdUGmG1evo/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1f9XJprvNt5730IlNO06mZVP03qeZG1oA/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1nZE14TCAO492Z1DyCLxIKRf2Q_T0n85e/view?usp=share_link


鹿中 IB 通信 NO,15 「コミュニティプロジェクト」についての説明

と発表会の告知をしています。 

鹿中 IB 通信 NO,16 ２学年の総合的な学習の時間「未来への提案」

の内容と目的について紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,17 保護者懇談会の中身と生徒の総括的評価課題の

成果物について紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,18 ２学年の総合的な学習の時間「自分探究プロジ

ェクト」の内容と目的について紹介していま

す。 

鹿中 IB 通信 NO,19 ２学年の総合的な学習の時間「未来への提案」

の発表会のお知らせをしています。 

鹿中 IB 通信 NO,20 「未来への提案」の発表会の動画と、「総合的

な学習の時間と各教科学びの繋がり」について

書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,21 「自分探究プロジェクト」の実践のひとつにつ

いてのご紹介と関係するイベントの告知をして

います。 

鹿中 IB 通信 NO,22 IB に関する PTA 保護者のみなさまとの座談会の

模様ついてご紹介をしています。 

鹿中 IB 通信 NO,23 コンサルティング終了と認定に関しての取組に

ついて書いています。 

https://drive.google.com/file/d/1_f9IumGiImRTcWlOxhWk--FPXQP4zehI/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1UTkji26L9bCCyAenRAnnAkzkwuV1B1vO/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1ko_9rhDKT4rpbFSwqh9yHaqm3_4qfqst/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1vmE5RvYEnCbGHYNWo7LnE_DcIWZgazIL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ZCU1GhrBMZlDSJUOB6tswSO3PHs0xG_A/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1wJa6F9F896inR6WHDgxTtZgxShxNL1M2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xhPHAqzI9W7R9f9z3w90Exs9b669B-4I/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1tjHVZcM2Ff-b51sPJqZZFx-IYuM6nSrQ/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1mHSuYW7MO6I_2YTZRORSczmUjycX8j5q/view?usp=share_link


 

鹿中 IB 通信 NO,24 実際に鹿追中学校が認定されたらどうなるのか

について書いています。 

バックナンバー2025 概要 

鹿中 IB 通信 NO,25 この通信の主旨や既習事項のリサイクルについ

て書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,26 2025 年度の IB 概要説明（生徒向け）の模様に

ついて書いています。当日の資料や動画もご覧

いただけます。 

鹿中 IB 通信 NO,27 本校生徒の活躍の一コマと、６月から始動する

総合的な学習の時間「自分探究プロジェクト」

と「コミュニティプロジェクト」について書い

ています。 

鹿中 IB 通信 NO,28 「体育祭」の改革と、修学旅行発表会のお知ら

せについて書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,29 2025 年度 Unit１の各教科総括的評価課題の概

要について紹介しています。 

鹿中 IB 通信 NO,30 「目指す生徒像」について書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,31 「瓜幕中学校の視察」について書いています。 

https://drive.google.com/file/d/1dKfxN0yE70DP6sXHMnXtEhim6YtjnyhZ/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1QIoaBluU2U2LxP8o5c6JSrsMEto1cTOf/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1Ay00uAlceEzY331eOSW9E6eyukzy2rko/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1WgbBvQFL_E2xYQP1uH6DNwXJhAe0s5aA/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1TEKuKBGWPXIL3-UmBTM4DrwN0OskCEz4/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1-VE-IXErNZJdCFo83A-vclzXlcMuJKg4/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1JFul7wfxYnANTJJX81errP329epkHKDu/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1hguc6FUxpXlZVENoF22mye8H_cZb_w1A/view?usp=share_link


 

鹿中 IB 通信 NO,32 IB の保護者向けワークショップのご案内につい

て書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,33 日々の取組の様子について、写真でダイジェス

トにお届けしています。 

鹿中 IB 通信 NO,34 日々の取組の様子について、写真でダイジェス

ト第二弾です。 

鹿中 IB 通信 NO,35 授業の中で探究のサイクルを実践していくこと

のメリットの一つについて書いています。 

鹿中 IB 通信 NO,36 鹿追町立図書館での IB の取組と探究の町として

発展していくためのキーポイントについて書い

ています。 

https://drive.google.com/file/d/1bvJ58R_sc44NQTvyaZ5a_tJ-wfsoyNsp/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1rZnRhVpK2Gt6TfpIvOQeMmaJX1z4wwoL/view?usp=share_link
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